
 

私たちは、地域住民の心と身体の健康をささえる病院として 

「こころのふれあい」を大切に、安心と満足、信頼を得られる医療・保健・福祉を推進します。 
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南風と共に桜前線が列島を北上し、あちらこちらで本格的な春の訪れを感じる季節 

となりました。八幡青樹会病院季刊広報誌「青葉の風」をお届けいたします。 

 

最新型CT装置が導入されました   放射線室   木村 隆雄 
 

放射線室に配備されているＭＲＩ（核磁気共鳴画像診断）と、ＣＴ（コンピュータ

ー画像診断）装置のうちＣＴ装置が 3 月に最新型に入れ替えられました。新しい

装置は、マルチスライスＣＴと呼ばれ、従来のＣＴに比べ格段に撮影時間が短くな

り、患者様の負担が軽減されます。また、3次元立体画像表示が可能になり、今ま

で以上にきめ細かな診断が可能になりました。 

 

４月新就職者を迎えました      総務課  藤井 勝 
 

                平成 20 年 4 月 1 日、新しく青樹会病院の医療従事者として羽ばた

く総数22名（作業療法士1名、看護師6名、生活指導員8名、看

護補助者7名）の新人職員が辞令交付を受けました。「こころのふれ

あい」を大切に医療人としての知識・技能・態度・モラルの向上に努

めて参ります。皆様のご指導をよろしくお願い申し上げます。 

 

楽しかった新年演芸会   作業療法士  川島 健 

 去る１月２５日に患者様の新年演芸会を実施いたしました。以前まではクリ

スマスに演芸会を行ってきましたが、平成１４年より新年会に形を変え、患者

様、職員が一体となった合唱や漫才、劇などの出し物を賑やかに行っておりま

す。今年は病棟患者様５組、職員６組、デイケア１組の計１２組の発表と、観

客を含み総勢約１５０名の参加をいただきました。 

 内容は例年、工夫を凝らしたものが多く、特に今年は違う病棟の方々が月に

１，２度に集まり練習を重ねてこられた「合同コーラス」の発表や、７病棟患

者様グループの「大きなカブ」の演劇は、それぞれが発表のために練習を重ね

てこられた様子が伝わってくる、心あたたまる発表でした。鑑賞の皆さんも楽

しいひとときを過ごしていただけたと思います。新年会は病院行事として行っ

ており慣例の企画です。来年はどのような発表があるのか今から楽しみです。 
 



 

病院「第九合唱団」の成り立ちの感想 ☆  コーラスグループ患者代表より  

僕達、私達は院内の優しい職員さんによってコーラスのグルー

プを作りました。それは、県下で『心の交流会』が発足され参

加する為です。そのグループが今回結成された「第九合唱団」

です。練習は 1 ヶ月に２回から 3 回で、レパートリーも順調

に増やしてきています。それから、又、院内で新年会がありま

して、第九の当グループも出ました。それが、このグループの

最初のデビュ－でした。まずはドイツ語でどうにかこうにか無

事に歌い終わりました。ところで、又、院内の病棟別でも沢山

コーラス部がある様で、皆様、コーラス部だけではなく、歌の

魅力で皆、心の広い人になれる様に頑張りましょう。 

 

こころのエッセイ  ・・ 幾つになっても ・・ 医師 濱名 優  
 

看護学校で教えたりすることがあるのですが、先日エリクソンの

ライフステージについての授業をしてきました。エリクソンは

“アイデンティティの確立”、“モラトリアム”といった言葉を提

唱したことで有名で、「人は各年代で発達の課題があり、それを

達成していくことで精神的に生涯成長していくものである」とあ

る意味非常にポジティブなことを述べています。 
 
 
「こんなことも乗り越えられないなんて、私はなんてだめな人間なんだろう」と悩まれる患者

さんに「今現在あなたのストレスに耐えられる器はまだまだ小さいかもしれないけど、いろんな

経験を積むことできっと大きくなっていきますよ」と励ます私の根拠にもなっています。 
 
 さて私の家内はよく友人から「旦那さんが精神科のお医者さんだと悩み事を何でも聞いてもら

えていいわね」と言われるそうです。「とんでもない。板前さんが自宅で毎晩料理の腕を振るっ

ているものか」というのが私の言い分で、家では仏頂面でいることも多いようです。ということ

で人並みに夫婦喧嘩もあり、先日そんな姿を４歳の息子にみられてしまいました。 
 
２時間ほど経って彼と二人きりになった時に 
 
「さっきはケンカしてたな。女には優しくせなあかんで。ぼくは女には怒らへんし。」 
「・・・す、すみません。」 
 
４歳の子に説教され、思いのほかの彼の成長を知るとともに、一つ成長した自分がいました。 
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皆さまからのご意見、投稿など募集しております。 

詳しくは広報委員会までお尋ねください。八幡青樹会病院 広報委員会（地域連携室内） 

電話 0748-33-71０１   FAX 0748-32-7725 


